
　読者の声を中心に、市民の皆
さんと広報・マーケティング係
で作る交流コーナーです。広報
ふくつの感想や市政へのご意見、
ふるさと福津市への思いや日々
の生活のことを掲載します。た
くさんの声をお寄せください。

護
認
定
率
の
低
さ
が
県
内
で

最
低
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
大
変
素
晴
ら
し
い
成

果
で
す
。
さ
ら
に
、
日
本
一
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
介
護
保
険
料

基
準
額
の
低
さ
も
県
内
一
と
な
る
よ

う
目
標
を
持
っ
て
進
み
ま
し
ょ
う
。

応
援
し
ま
す
。
（W

orld

さ
ん
／
通

り
堂
／
66
歳
）

　
「
2
0
2
5
年
問
題
」
の
特
集
を

読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
の
人
口
の
約
3
割
を
占

め
る
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
市

が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
日
本
一
の
介
護
認
定
率
の
低
さ

を
目
指
す
に
は
、
ま
だ
難
し
い
で
す

が
、
県
内
一
の
介
護
保
険
料
基
準
額

の
低
さ
は
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
一
人
一
人
の

介
護
予
防
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
若
年
人
口
が
少
な
く
な
る
中
、

介
護
を
担
う
「
支
え
手
」
の
減
少
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
補
う

た
め
に
「
支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る

側
」
の
区
切
り
を
な
く
し
、
み
ん
な

が
支
え
合
う
社
会
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、
介
護
保
険
を
取
り
巻
く
情
報
を

広
報
８
月
号
の
感
想

介
護
認
定
率

県
内
最
低
は
素
晴
ら
し
い

介

現
場
の
声
も
交
え
て
伝
え
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

市
と
同
様
に
、
死
亡
手
続
き

に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。（
K
・
K
さ
ん
）

亡
手
続
き
は
、
時
間
と
労
力

が
必
要
で
す
。他
市
の
よ
う

に
手
続
き
を
１
カ
所
で
で
き
る
課
を

作
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。（
T
・
I

さ
ん
／
中
央
）

日
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
た
め

手
続
き
に
市
役
所
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
各
窓
口
で
丁
寧
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。遺
族
と
し
て

は
、
亡
く
な
っ
て
1
週
間
以
内
に
手

続
き
を
行
う
こ
と
は
つ
ら
い
こ
と
で

す
。ま
た
、
各
窓
口
で
同
じ
よ
う
な
説

明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
つ
ら
い
で

す
。そ
こ
で
、
１
カ
所
で
1
人
の
職
員

が
ま
と
め
て
手
続
き
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
Y
・
S
さ
ん

／
中
央
）

　
ご
家
族
を
亡
く
し
、
つ
ら
い
気
持

ち
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
に

手
続
き
す
る
人
を
思
い
や
る
投
稿
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

死 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
ご
意
見

死
亡
後
の
手
続
き
を

改
善
し
て
ほ
し
い

　
家
族
が
亡
く
な
っ
た
後
の
市
役
所

で
の
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
こ
と
に
関
し
て
、
数
年
前
か
ら
全

国
的
に
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
で
も
平
成
30
年
度
に
導
入
を
検
討

し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
は
設
置
し
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
場
合
、
死
亡
届
に
関
連
す
る

主
な
手
続
き
は
、
市
役
所
本
館
の
1

階
部
分
で
ほ
ぼ
完
結
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
部
署

配
置
と
な
っ
て
い
て
、
離
れ
た
施
設

に
出
向
い
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。
最
初
の
窓
口
で
手
続
き
を
終

え
た
ご
遺
族
に
次
の
窓
口
を
ス
ム
ー

ズ
に
案
内
で
き
る
上
、
あ
ら
か
じ
め

死
亡
届
に
関
連
し
た
必
要
な
書
類
を

取
り
ま
と
め
て
お
く
な
ど
、
ご
遺
族

の
個
別
の
状
況
に
応
じ
た
丁
寧
な
対

応
を
取
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
配
置
な
ど
の
観
点
か
ら
、

常
設
の
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
続
き
全
般
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
や
、
各

窓
口
間
で
の
引
き
継
ぎ
な
ど
、
ご
遺

族
に
過
度
の
負
担
を
掛
け
る
こ
と
な

く
、
よ
り
円
滑
に
手
続
き
で
き
る
よ

う
、
一
層
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

他先

　 津屋崎千軒民俗館 藍の家　☎、ＦＡＸ52・0605
●開館時間　午前10時～午後4時（日曜日は午前10時～午後5時）

藍染め体験
　伝統的な発酵建ての正藍染めの体験です。ハンカチを
板締めで染めます。
　10月6日（水）午前10時～午後1時　　３,０００円
　ビニール手袋、エプロン　　先着5人　※要予約
布と土　くらしの中で
　萌工房・むるぶし工房教室展です。暮らしの彩りを楽し
むキルトや器を展示します。布でがま口やミニポーチを作
る体験も実施します。
　【展示】10月9日（土）～24（日）、【体験】10月16日（土）、21
日（木）午後1時～午後2時　　体験費として1,０００円
藍の家放送局
　ピアノ演奏で懐かしい曲を奏でるユッキーさんの出演です。
　10月17日(日)午後1時～午後3時
おかむら陶人形教室作品展
　教室の生徒が作陶した陶人形の展示販売を行います。
　10月31日（日）～11月7日（日）　※最終日は午後3時まで

定

今日の「いいざい」
季節のお気に入り食材を探そう

いい素材、食材、人材をつなぐ地域商社・ ・ ・

　ふれあい広場ふくまでは、地元で採れた新鮮な
野菜を取りそろえています。その中には旬の珍し
い野菜も見つけることができ、秋は落花生やレモ
ングラス、芋の茎、銀杏などがずらりと並びます。
また、午後４時ごろから、品目・数量限定でお買
い得な野菜を販売する取り組みも始めています。
　皆さんも直販所ならではのお気に入りの食材を
見つけてみませんか。
営業時間　午前8時
30分～午後5時（店
休日　毎月第3火曜
日）
　ふれあい広場ふ
くま☎43･7790　
▶季節の野菜を紹介し
　てくれた水時店長

※

要
予
約
、
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選

　
内
殿
み
か
ん
畑

　
18
歳
以
上
は
２
０
０
円
、小
学

生
以
上
は
１
０
０
円
　※

持
ち

帰
り
は
１
㎏
当
た
り
２
０
０
円

受
付
方
法
　
希
望
時
間
、
お
住

ま
い
の
市
町
、代
表
者
氏
名
、携

帯
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を

メ
ー
ル
ま
た
は
往
復
は
が
き
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。電
話
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
限
　
11
月
９
日（
火
）

　（
一
財
）む
な
か
た
地
域
農
業

活
性
化
機
構
☎
３
６
・
７
８
８

３
、メ
ー
ルm

apsc-21@
aur

ora.ocn.ne.jp

　
鉛
筆
や
色
鉛
筆
・
化
粧
品
で

描
い
た
作
品
展
で
す
。

　
10
月
14
日（
木
）〜
10
月
21
日

（
木
）認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
の
か
た
な
ど
誰
で
も

気
軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。

　
10
月
19
日（
火
）午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

　
茶
菓
子
代
な
ど
と
し
て
１
０

０
円

　　
あ
ん
ず
の
里
市
利
用
組
合
で

は
、
消
費
者
と
の
交
流
事
業
と

し
て
、
さ
つ
ま
い
も
掘
り
体
験

を
開
催
し
ま
す
。

10
月
31
日（
日
）午
前
10
時
か

ら
２
時
間
程
度
　※

雨
天
決
行

　
先
着
１
０
０
区
画

　
１
区
画
５
０
０
円

　
あ
ん
ず
の
里
農
園
　※

あ
ん

ず
の
里
か
ら
徒
歩
５
分
程
度

ス
コ
ッ
プ
、軍
手

あ
ん
ず
の
里
市
利
用
組
合
☎

５
２
・
５
９
９
５

　
市
認
定
農
業
者
協
議
会
主
催

の
み
か
ん
狩
り
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。園
内
は
食
べ
放
題
で

す
。詳
し
く
は
む
な
か
た
地
域

農
業
活
性
化
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。少

雨
決
行
で
す
が
、
荒
天
な
ど
の

場
合
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

11
月
23
日（
火
・
祝
）①
午
前

10
時
〜
午
前
11
時
、②
午
前
11

時
〜
正
午
、③
正
午
〜
午
後
１

時
、④
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

※

１
組
40
分
以
内

　
各
回
20
組（
１
組
５
人
ま
で
）

さ
つ
ま
い
も
掘
り
体
験

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

美
し
い
管
弦
楽
の
演
奏
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
10
月
23
日
（
土
）
午
前
11
時

〜
正
午

30
人
　※

要
予
約

　
平
川
卓
哉
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演

奏
と
歌
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
10
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
午
後
３
時

30
人
　※

要
予
約

　　
書
と
て
ん
刻
の
教
室
で
す
。

予
約
が
必
要
で
す
。

10
月
の
毎
週
金
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午

　
１
回
千
円

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
☎
５

２
・
２
１
２
２

お
詫
び
と
訂
正

　広
報
ふ
く
つ
９
月
号
に
掲

載
し
た「
音
楽
散
歩
２
０
２
１
」

の
開
催
日
時
を
「
10
月
２
日

（
土
）午
後
10
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
く
は「
10
月
２
日（
土
）午

後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
」で
す
。関
係
者
の
皆
さ
ま
に

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

花
田
莉
絵
絵
画
展

な
ご
み
歌
カ
フ
ェ

青
山
正
泉
木
ご
こ
ろ
書
の
会

あ
お
や
ま
せ
い
せ
ん

う
み
が
め
室
内
管
弦
打
屋

コ
ン
サ
ー
ト

う
み
が
め
室
内
管
弦
打
屋

コ
ン
サ
ー
ト

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
津
屋
崎

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
津
屋
崎

Pickup Events
まちの観光イベントをご紹介

持問み
か
ん
狩
り
交
流
会

　「好いとお！福津」と「街角カメラレポート」は皆さんと一緒に作るページです。市内での出
来事や広報紙の感想などがあれば、25ページのはがきやメールなどで受け付けています。
　なお、お送りいただいた内容は、加筆、修正、短縮する場合があり、原稿や写真は返却しませ
んのでご了承ください。また、匿名を希望する場合は、その旨を明記してください。たくさんの
声をお待ちしています。

投
稿
大
募
集

※今月の街角カメラレポートは投稿がありませんでしたので休載します

　＝日時、日程　　＝定員　　＝費用　　＝持参物日
場

定 ￥ 持
問＝場所　　＝受付、問い合わせ　☎＝電話番号

問

問 定

日

日 日

￥

福津いいざい ☎72・6333問

日

日

日

日

￥
持

問

場

日

日

定

問

￥

￥

日

￥

￥

日定

場

定

広報ふくつ19 広報ふくつ 18




